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第673回例会1972・10・3（火）暗　N。．14

例会　日　火曜日12時30分

例会場　鶴岡市本町二丁目　ひ　さ　ご　や

事務所　鶴岡市馬場町　商工会議所内

会　長　阿　部　　嚢　　幹　事　市　川　輝　雄

Let’s Take A New Look．／

「も　う一度　見直そう」
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訣出席報告

本日の出席

会　　員　　数　　　　　63名

出　　席　　数　　　　　30名
出　　席　　率　　　47．62％

前回の出席
前回出席率　　　71．43％
修正出席数　　　　　52名
確定出席率　　　82．54％

欠　席　者

阿宗君、阿部（公）君、阿部（薬）君、張君
森田君、早坂（源）君、早坂（徳）君、橋浦君

平田君、市川君、石黒君、五十嵐（八）君

青山君、黒谷君、小花君、小池君、中野君
三井（徹）君、三井（賢）君、大川君、斎藤

（得）君、斎藤（信）君、佐藤（伊）君、佐藤

（昇）君、佐藤（忠）君、鈴木（善）君、笹原君
鈴木（弥）君、篠原君、高橋君、手塚君、
上野君、薮田君

メークアップ

薮田君一山形RC
阿宗君一新庄RC

安藤君、五十嵐（伊）君、今野君、海東君
上林君一鶴岡西RC
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恕ビジター

小林忠康君、石原武君、東本敏直君

石寺龍象君一鶴岡西RC

籠司　　会　飯自会長代理

澄国歌斉唱

簿ソ　ング　「奉仕の理想」　三浦幹事代理

説会長報告　飯自会長代理

訃　　　報

栗本安基会員　鶴岡西ロータリークラブ

初代会長

1日　小波渡海岸で磯釣り中不慮の死を

とげられた。

謹んでご冥福を祈ります。

当クラブがスポンサークラブとして発足し

た鶴岡西ロータリークラブの初代会長として

活躍された故実本会員の霊前に当クラブより

花輪と囁燭を捧げてなきみ霊よ安かれとお祈
りしたいと思います。

尚、磯釣りのシーズンたけなわであります
が、会員各位自重されまして危険の防止には

充分にご留意下さい。

故東本会員の葬式は10月4日、大山の専念
寺で1時より挙式されますので、私が代理出
席してまいります。

呈幹事報告　　三浦幹事代理

○例会時間・場所変更

寒河江RC10月5日　午前6時30分

八幅神社公園で

遊佐RClO月7日　土曜日12時30分より

○会報到着
遊佐RC
ORI第353地区山形県庄内インターシティ
ーゼネラルフォーラムの案内

日時10月22日　9時30分より

場所　山形銀行酒田支店3F
会員全員の参加がたてまえですが、尚確認の

意味で出席氏名の記入を回覧用紙にお願いし
ます。

Dインターアクトからのおしらせ

安藤足助君

鶴岡高専インターアクトクラブは今年非常
に一生懸命に活動計画をたて実行いたしてお

ります。今回次の様なさそいがまいっており

ます。

鶴岡ロータリークラブ殿

拝啓
いよいよ、いも煮会のシーズンがや

ってまいりました。

私達インターアクトクラブでも西校イ
ンターアクトクラブとの親睦を際める

とともに、日ごろのロータリーの方々
の協力への感謝の気拝として、いも煮
会を開くことになりました。
つきましては、別紙のように10月10

日開催することになりましたので、多
数御参加くださいますよう御案内申し
上げます。　　　　　　　　敬具

鶴岡高専
インターアクトクラブ

要領は
日時　47年10月10日（体育の日）

場所　鶴岡市加茂今泉

（雨天の場合は大山公民館）
日程11時30分～1時　いも煮会

1時～3時30分　レクリェーショソ

交歓及び反省会
となっておりますので、当クラブ会員こぞっ

てご参加下さい。インターアクトの諸君の良

きアドバイザーとして、ご協力を要請しま

す。会費は100円です。

（47．9．26例会）

ロータリー情報（9）

張情報委員長
0ロータリー財団の寄付者の心構

直接にも間接にも、財団プログラムからの

受益者となってほならないこと。
。ロータリー財団の資金支出の目的と範囲に

ついて

1．国際ロータリーの目的

2・又はロータリーの綱領推進のため

3．又は理事会の認めた、博愛、慈善、教育
4・或は他の慈善の目的、目標、運動
5・又は公共団体のために支出する

6・故地（救い、あわれむ）の目的
7・綱領運動、又は施設のために支出するこ

とができる。


